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「電力・モビリティ・情報通信融合型社会インフラの
社会実装化技術」

第3回JST OPERAシンポジウム

今村文彦、丸谷浩明 東北大学災害科学国際研究所
福嶋 路  東北大学大学院経済研究科

■緒⾔
キーテクノロジー3：電力・情報通信・モビリティ融合型社会インフラの社会実装化技術
目標： キーテクノロジー１及びキーテクノロジー２の2030年頃の社会実装を念頭に置き、本格実施フェーズ終了時（2024年度末）の目標を以下の

通り設定する。
（１）研究開発課題５のセンシング統合プラットフォームを活用した避難所・防災備蓄プラットフォームの構築とその標準化。
（２）避難所・防災備蓄プラットフォームの核となるR-EICTネットワークのアーキテクチャモデルの標準化。
（３）R-EICTネットワークで構築されたスマート/コンパクトシティの社会実装に向けたビジネスモデルの創出とその社会的・経済的価値の定性的・

定量的評価。

■結言
以下について，さらに研究を進める中で，社会実装の要点をまとめていく；
（１）防災備蓄プラットフォームの構築のための避難所運営機能と避難所の防災備蓄機能
（２）標準化に向けた体制作り
（３）開発する直流グリッドネットワークの社会・経済的価値の評価方法の体系化
（４）自治体のコンパクトシティ化における資金調達と収益化による自立運営

「電力・通信融合ネットワーク共創コンソーシアム」

(3)社会的・経済的価値の定性的・定量的評価。

国際標準化

(1)避難所・防災備蓄プラットフォーム

(2)アーキテクチャモデルの検討と標準化


